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「2020年3月期 決算説明会資料」（2020年5月8日開示）※抜粋

➢ 顧客の動向（次期の業績予想を「未定」とする背景事情）について、独自に調査した結果を開示

➢ 当面の対応に加え、感染症収束後に向けた経営方針・経営戦略を説明
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「2020年3月期 決算説明会資料」（2020年5月7日開示）※抜粋

➢ 経営資源管理の観点から、感染症への対応方針・体制を説明

➢ 業績予想の前提条件を明示しつつ、今後の経営判断のポイント（第2四半期の回復状況）に言及
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「2020年6月期 第3四半期決算説明資料」（2020年5月8日開示）※抜粋

➢ 公表済の業績予想を修正し、前提条件（店舗の休業や受注の状況を踏まえた見通し）を明示

➢ 現時点において想定される影響（リスク）を明らかにしつつ、対策方針を説明
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「2020年３月期 決算短信」（2020年5月13日開示）※抜粋

（３）分野別の2019年度の業績概況及び新型コロナウイルス感染拡大の影響に関する
現状認識

【新型コロナウイルス感染拡大による事業への影響に関する現状認識】

ゲーム＆ネットワークサービス分野
・自社スタジオ及びパートナー各社のゲームソフトウェア開発スケジュールに関しては
現時点で顕在化している大きな問題はありません。

音楽分野
・米国をはじめとする世界各国において、アーティストによる楽曲のレコーディングや
音楽ビデオの制作に影響が出ていることなどにより、新曲のリリースに遅れが出ていま
す。
・ストリーミングの普及率が高い米国などでは、現時点でこの新曲リリースの遅れによ
る収益への影響は限定的であるものの、まだ普及率が低い日本やドイツなどでは、外出
制限の影響により、CD などのパッケージメディアの販売が減少しています。

映画分野
・人の移動が制限されていることにより、米国をはじめ世界各国において、ソニーの新
作映画の製作やテレビ番組作品の制作スケジュールに大幅な遅れが発生しています。こ
のため、映画製作においては、劇場興行収入や、それに続くホームエンタテインメント
やテレビ向けライセンスなどの収入の減少が見込まれる一方で、新型コロナウイルス感
染拡大前にソニーが劇場公開した一部の作品のデジタルのビデオレンタルやビデオ販売
などの収入は好調に推移しています。テレビ番組制作においては、テレビ局や動画配信
事業者への番組の納入が遅れることにより、売上への影響が出はじめています。

エレクトロニクス・プロダクツ＆ソリューション分野
・ＥＰ＆Ｓ分野は、ソニーにおいて、新型コロナウイルス感染拡大の影響が最も大きい
事業であると認識しています。
・テレビを製造する主力４工場のうち、マレーシアの自社工場、メキシコとスロバキア
の生産委託工場で、現地政府の方針により３月中旬以降順次稼働を停止していました。
これらの３工場では、既に部分的に稼働を再開していますが、一部で供給が需要に追い
付いていない状況が続いています。

イメージング＆センシング・ソリューション分野
・イメージセンサーの国内の各製造事業所は、現時点で大きな影響を受けておらず、通
常どおり稼働しています。
・イメージセンサーの販売先である主要なスマートフォンメーカー各社の工場の稼働や
サプライチェーンも回復が進んできていると認識しています。
・一方で、最終製品であるスマートフォン市場の減速については、その度合いを注視し
ています。

金融分野
・日本政府の緊急事態宣言発出を受け、４月以降ソニー生命のライフプランナーに
よる対面での営業活動を停止しています。このような状況が長期化した場合、新規
契約の獲得が減少することや、対策費用の増加などにより、ソニー生命の収益に悪
影響を及ぼす可能性があります。
・従来と同様、金融市場における相場変動が当分野の業績に影響を与える可能性が
あります。

４ 補足情報
（１）2020年度の分野別営業利益試算
前述のとおり、2020 年度の業績見通しについては、新型コロナウイルス感染拡

大の影響により、現時点で合理的な算定が困難であるため、未定とします。ただし、
一定の前提にもとづき、2020 年度の各分野の営業利益を試算し、金融分野を除く
結果を2019 年度の営業利益実績に対する割合の幅で示すと以下のとおりです。

なお、これらの前提にもとづく2020 年度の連結営業利益の試算結果は、現時点
において、2019 年度実績から少なくとも３割程度の減益となっています。

➢ 事業別の動向について、前回開示（3/27）以降の状況をアップデート

➢ 次期の業績予想は「未定」としながらも、一定の前提のもとで想定される影響の
程度を開示
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「2020年3月期 決算説明会資料」（2020年5月12日開示）※抜粋

➢ 経営成績への影響（次期の業績予想を「未定」とする背景事情）について、事業別の状況を具体的に説明

➢ 感染症の影響を踏まえた経営方針として、キャッシュフローの見通しを示しつつ、財務戦略を重点的に説明


